
プ

ト

ン
の

「
理
趣

経
」

註
-
(
3
)
-

福

田

亮

成

プ
ト
ン
 (
一
二
九
〇
-
一
二
六
四
)
 の
数
多
く

の
著
述

の
な

か
で
、

『
吉
祥
最
勝
本
初
タ
ン
ト
ラ

(
i
e
r
n
k
d
f
s
u
-
s
d
u
i
r
n
j
)

』
に
関
す
る
も

の
に
十
種
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
(そ
れ
ら
の
書
名
は
、
他
の
論
考
で

掲
げ
て
あ
る
の
で
、
こ
」
で
は
『
東
北
目
録
』
(西
蔵
撰
述
仏
典
目
録
)
の
番
号

(
n
o
.
5
1
2
4
-
n
o
.
5
1
3
3
)

を
も
つ
て
か
え
る
こ
と
に
す
る
)
。当
論
考
で
は
、

こ
れ
ら
十
種

の
著
述
に
よ
つ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
と
、
そ
れ
ら

の
著
述
の
相
互
関
係
と
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
十
種
の
著
述
に
は
二
つ
の
中
心
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「根
本
儀
軌
」
た
る

『
吉
祥
最
勝
本
初

タ
ン
ト

ラ
』
の

「般

若
分
」

(タ
ン
ト
ラ
の
前
半
を
般
若
分
と
よ
び
、
後
半
を
真
言
分
と
よ
ぶ
…
…
北
京
版

に
見
ら
れ
る
…
)

の
全
体
を
所
依
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る

「
摂
部
類

(
u
s
d
k
j
d
-
n
x
c
u
i
e
e
n
-
e
r
w
i
u
v
f
b
)

」
と
い
う
主
題
と
。
「般
若
分
」
の
冒
頭

の

段
で
あ
る

「金
剛
薩
薩
段
」
を
所
依
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る

「金
剛

薩
錘

(
f
d
i
u
-
d
s
i
o
u
r
r
-
r
e
i
u
v
)

」
と
い
う
主
題
と
で
あ
る
。
前
書

は
n
o
,
5
1
2
4

で
あ
り
、
後
書
は
n
o
.
5
1
2
9

ゆ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
書

は

「
摂

部
類

マ
ン
ダ

ラ
」
と

「
金
剛
薩
雁

マ
ン
ダ
ラ
」
を
各

々
建
立
し
、
灌
頂

ま
で
の
次
第
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
二
書
は
、
ま

つ
た
く
同

一
文
章
に
よ
つ
て
描
写
さ
れ
、

マ
ン
ダ

ラ
構
成
上
の
相
違
に

よ
つ
て
少
し
く
そ
れ
に
関
す
る
部
分
の
描
写
が
異
る
程
度
の
も
の
で
あ

る
が
、
と
も
あ
れ

『
吉
祥
最
勝
本
初
タ
ン
ト
ラ
』
を
、
そ
の
二
つ
の
面

で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

ま
ず
n
o
,
5
1
2
4を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
n
o
.
5
1
2
5
.
5
1
2
6
.

5
1
2
7が
あ
り
。
n
o
.
5
1
2
9
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
n
o
.
5
1
3
0
.

5
1
3
1
.
5
1
3
2

が
あ
る
。
残
り
の
n
o
.
5
1
2
8と
n
n
o
.
5
1
3
3

は
、
両
方

の
中
心
に
か
ゝ
わ
る
も

の
が
あ
る
と
い
え
る
。

N
O
.
5
1
2
4
は
、
そ
の
具
名
を

『
吉
祥
最
勝
本
初

所
説

の
摂
部
類

マ

ン
ダ
ラ
の
儀
軌
た
る

"
不
空
三
昧

マ
ン
ダ
ラ
出
現
"
と
い
う
書
』
と
い

ゝ
、
こ
の
著
が
、
地
の
浄
化
↓
地
の
護
持
と
次
第
し
、
内

・
外
の
マ
ン
ダ

ラ
の
諸
尊
構
成

の
部
分
に
い
た
り

「摂
部
類

マ
ン
ダ
ラ
」
の
実
際
が
と

か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
N
O
.
5
1
2
5
で
は
、
そ
れ
ら

の
諸
尊

の
色
、
印
、

三
昧
耶
形
、
坐
相
、
位
置
等
が
規
定
さ
れ
。
n
o
,
5
1
2
6
で
は
、
前

書

で
取
上
げ
ら
れ
た
諸
尊
名
と
そ
の
尊
の
持
し
て
い
る
三
昧
耶
形
の
、
チ

プ

ト
ン
の

「
理
趣
経
」

註

(
福

田
)
 

三
三
五
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プ

ト

ン
の

「
理
趣
経
」
註

(
福

田
)
 

三
三
六

ベ
ッ
ト
文
字
に
よ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
音
写
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
語

と
を

順
次
に
掲

げ
て
あ
る
。
こ
の
二
書
に
よ
つ
て

「摂
部
類

マ
ン
ダ
ラ
」

の

実
際
が
よ
り
具
体
的
に
正
確
に
構
築
さ
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。
n
o
.

5
1
2
5は
、
諸
尊
に
対
す
る
イ

コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
描
写
に
よ
る
礼

讃

(
e
r
o
i
d
f
j
k
)

で
あ
り
。
n
o
,
5
1
2
6
は
、
「
金
剛
を
以
て
す
る
成
就
法
」

す
な
わ
ち
f
s
d
o
i
d
s
f
j
k

の
成
就
法

で
、
諸
尊

の
名

の

一
つ

一
つ
に

g
d
f
k
j
s
d

を

つ
け
て
観
念
し
、
「
摂
部
類
マ
ン
ダ

ラ
」
と
の

一一体
観
を
成

就
す
る
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
n
o
,
5
1
2
7
は
、
「摂
部
類

マ

ン
ダ
ラ
」

の
度
量
法

(
s
i
x
-
r
i
i
v
)

で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
中
心
で
あ
る
n
o
.
5
1
2
9は
、
そ
の
具
名
を

『吉
祥
最

勝
の
金
剛
薩
睡
マ
ン
ダ
ラ
儀
軌

"大
三
味
の
真
性
金
剛
出
現
"
と
い
う

書
』
と
い
Σ
、
「金
剛
薩
埋

マ
ン
ダ
ラ
」
を
出
現
せ
し
め
る
も

の

で
あ

る
が
、
こ
の
書
に
関
係
を
有
す
る
n
o
,
5
1
3
0は
、
「善
に
し
て
息
災

な
ら
し
め
る
護
摩
」

の
次
第
を

の
べ
る
の
を
主
た
る
内
容
と
し

て
い

る
。
n
o
,
5
1
3
1
は
、
金
剛
薩
錘
成
就
法

(
d
f
s
k
-
e
r
e
i
u
v
n
-
w
e
r
i
u
v
c
)

で
、
「金
剛
薩
唾
マ
ン
ダ
ラ
」
に
依
る
成
就
次
第
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
で
興
味
の
あ
る
点
は
、
関
連
文
献
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
で

あ
る
、
例
え
ば
、
根
本
儀
軌
た

る
d
s
k
j
-
e
w
r
i
u
v
 
d
i
u
 
e
w
i
u
f
d

及
び
、

ア
ー
ナ

ン
ダ
ガ
ル
バ

の
註
釈

(
d
s
k
j
-
r
i
u
v
c
-
w
e
i
u
)

さ
ら

に
は
、
d
s
j
j
s
d
a
-
e
w
r
i
u
-
w
e

t
s
d
k
j
-
k
j
 
d
s
j
c
m
i
v
c
-
e
w
m
 
e
s
i
u
d
c
-
w
e
 
j
s
d
 
e
e
w
i
-
e
j
h
s
 
k
d
s
u
i
u
,
w
e
i
u
c
x
n
-
w
e
k
v
m
n

q
f
d
s
j
y
 
d
f
i
o
 
e
r
w
i
u
v
-
f
d
n
v
c
i

等
か
ら
種

々
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
こ
の

問
題
点
は
、
他
の
機
会
に
詳
説
し
た
い
)
。
n
o
.
5
1
3
2

は
、
具
名
を

『吉
祥

最
勝
金
剛
薩
錘
に
よ
り
末
期
に
到
れ
る
も

の
ら
を
救
済
す
る
儀
軌
』
と

あ
る
ご
と
く
、
「金
剛
薩
唾
マ
ン
ダ
ラ
」
に
よ
る
死
者
に
対
す
る
修

法

を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

の
一
部
を
紹
介
す
れ
ば
、

「吉
祥
最
勝
本
初
の
金
剛
薩
唾
の
儀
軌
に
附
依
し
て
」
云
云
と
し
て
、

「屍
を
洗
い
樟
脳
等
の
美
香
の
水
を
屍
の
面
に
注
ぎ
、
善
香
を
も
つ
て
身
の

一
切
に
偏
く
塗
り
」
、

「大
喩
伽
の
諸
天
の
真
言
d
f
s
k
d
を
描
き
按
ん
じ
つ
つ
、
出
家
な
れ
ば
法
衣

を
ま
き
、
(在
家
)
な
れ
ば
白
く
清
浄
な
る
衣
を
ま
き
、
荘
厳
具
を
も
つ
て

荘
厳
し
、
理
に
応
ず
る
ご
と
き
住
処
に
坐
せ
し
め
る
な
り
。
も
し
、
屍
な
け

れ
ば
、
骨
、
あ
る
い
は
衣
、
あ
る
い
は
そ
の

(人
の
)
影
像
を
正
し
く
描

き
、
諸
処
に
諸
の
文
字
を
施
設
し
、
そ
の
後
に
帰
依
せ
る
儀
軌
を
も
つ
て
描

く
べ
し
」
云
云

と
い
う
が
ご
と
き
で
あ
る
。

以
上
は
、
二
つ
の
中
心
で
あ
る
n
o
.
5
1
2
4と
n
o
.
5
1
2
9に
各

々

附
随
し
て
、
た
と
え
ば
マ
ン
ダ
ラ
構
成
を
抄
略
せ
ず
に
出
し
た
り
、

あ

る
い
は
マ
ン
ダ
ラ
の
度
量
法
を
述
べ
た
り
。
さ
ら
に
は
、
護
摩
次
第
を

別
に
詳
説
し
た
り
、
儀
軌
に
附
依
し
て
死
者
に
対
す
る
儀
礼
を
の
べ
た

り
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
著
述
に
対
し
、
上
述
の
二
つ
の
中
心
か
ら
は
自
由
な
も
の

が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
n
o
.
5
1
2
6
8

で
あ
る
。
こ
の
著
の
具
名
は

『吉

祥
最
勝

(本
初
)
の
十
二
妃
と

(金
剛
)
頂
の
四
秘
密
妃

の
供
養
舞
楽

と
い
ゝ
、
根
本
儀
軌
に
出

て
く
る

「十
二
妃
」
と
、
『
金
剛
頂
経
』
に

-843-



出
て
く
る

「
四
秘
密
妃
」
の
舞
楽
の
様
子
を
の
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち

「
舞

の
姿
」
を
こ
ま
か
く
述
べ
た
も
の
で
、

「左
右
の
二
足
を
そ
ろ
う
べ
し
、
と
い
う
時
は
、
手
掌
を
離
し
て
合
わ
せ
、

頂
を
屈
す
る
印

(を
な
せ
)」云
云

と
い
う
ご
と
き
で
あ
る
。

N
O
,
5
1
3
3
は
、
そ
の
具
名
を

『吉
祥
最
勝

マ
ン
ダ
ラ
の
諸
尊

の
吉

祥
偶

"法

と
吉
祥
を
増
上
す
る
"
と
い
う
書
』
と
い
』
、
マ
ン
ダ
ラ
上

の
諸
尊
に
対
す
る
吉
祥
偶

(
i
e
r
u
f
k
-
r
e
w
i
u
d
s
)

を
主
た
る
内
容

と
す

る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、
前

の
書
と
異
り

「摂
部
類
」
「
金
剛
薩
唾
」

マ
ン
ダ

ラ
の
両
方
に
関
係
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

「金
剛

薩
錘

マ
ン
ダ
ラ
」
上
の
諸
尊
を
ぱ
、
四
、
六
、
八
尊
等
に
く
く

つ
て
、

そ
れ
に
別
な
名
称
を
附
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「摂
部
類

マ

ン
ダ
ラ
」

の
諸
尊
に
ゆ
き
か
け
て
、
途
中
で
終

つ
て
一い
る
。

ち
な
み
に
そ
れ
を
掲
げ
て
み
る
ど
、

1
、
金
剛
薩
錘
…
…

吉
祥
を
転
ず
る
な
り

2
、
金
剛
意
生

(
f
d
k
-
e
i
d
 
i
u
s
 
e
w
i
d
)

3
、

キ
リ
キ
リ

(
s
d
a
u
a
k
)

4
、
金
剛
愛
母

(
d
f
u
-
d
s
k
l
)

5
、
金
剛
慢
母

(
d
j
d
-
r
e
o
k
 
f
d
j
-
r
o
b
n
)

四
秘
密
の
諸
尊
母

6
、

金
剛
春

(
f
d
k
j
-
d
f
f
d
 
d
s
m
i
-
e
r
w
v
v
)

7
、
金
剛
夏

(
d
s
j
-
r
e
i
v
 
e
r
v
m
-
e
i
u
x
)

8
、
金
剛
秋

(
d
f
k
-
r
o
v
 
d
f
l
i
o
)

9
、
金
剛
冬

(
d
s
j
-
e
r
d
 
w
e
r
i
-
e
w
v
c
)

四
時
供
養
の
諸
尊
母

10
、
金
剛
嬉
女

(
s
d
j
-
r
e
l
d
 
w
w
e
-
m
n
c
x
)

11
、
金
剛
髭
女

(
d
f
k
-
r
e
m
 
e
r
m
n
-
r
i
)

12
、
金
剛
歌
女

(
f
s
k
j
-
d
f
h
i
 
r
e
i
-
v
c
i
)

13
、
金
剛
舞
女

(
d
s
k
-
r
e
m
 
f
d
m
-
r
i
o
)

供
養
の
四
尊
母

14
、
金
剛
色
女

(
d
k
l
-
d
m
d
 
f
d
d
-
c
d
k
s
)

15
、
金
剛
声
女

(
d
d
k
-
r
e
d
f
 
e
i
o
-
d
k
)

16
、
金
剛
香
女

(
s
d
k
-
e
d
 
e
i
o
-
f
s
k
)

17
、
金
剛
味
女

(
d
s
k
-
c
x
r
e
-
w
e
o
)

欲
楽
の
四
尊
母

18
、
世
尊
な
る
阿
開

(
f
d
k
-
r
e
v
c
)

19
、
王
な
る
宝
生

(
x
s
k
-
d
i
e
-
w
e
i
)

20
、
仏
な
る
無
量
寿

(
s
k
-
r
o
v
-
w
e
o
)

21
、
善
逝
な
る
不
空
成
就

(
s
k
a
-
e
e
s
-
f
k
i
)

四
部
主

22
、

金

剛

手

(
f
d
i
-
r
e
c
-
e
r
w
o
-
f
v
i
)

23
、

文

殊

(
d
s
i
-
c
s
)

24
、

虚

空
蔵

(
d
s
i
-
e
w
c
k
-
e
r
)

25
、

虚

空

庫

(
s
d
e
-
r
v
k
-
e
i
o
-
w
e
v
)

26
、

観

自

在

(
d
k
a
-
w
e
r
k
 
i
e
w
u
-
e
w
i
o
)

27
、

金

剛

因

(
d
a
i
-
e
w
i
o
-
d
c
j
k
)

28
、

金

剛

拳

(
d
s
k
l
-
r
e
f
-
e
w
r
i
)

29
、

金

剛

夜

叉

(
d
s
k
-
e
r
i
)

八
菩
薩

プ

ト

ン
の

「
理
趣
経
」
註

(
福

田
)
 

三
三

七

-844-



プ

ト
ン
の

「
理
趣
経
」
註

(
福

田
)
 

三
三

八

30
、

欲

天
牟

尼

(
f
d
f
-
r
c
 
c
v
i
-
r
w
v
)

31
、

金
剛

金

剛

(
d
x
k
-
e
v
 
e
i
r
-
e
r
o
)

32
、

最

勝

智

(
c
k
-
f
o
 
e
r
v
k
)

33
、

幻

女

(
s
i
-
r
e
o
)

34
、

金

剛

鈴

(
d
s
k
-
e
i
 
s
d
k
)

35
、

金

剛

器

(
s
f
i
-
i
w
 
c
x
i
-
r
d
) 六

智
慧
王

36
、

金

剛

ク

ン
ダ

リ
ー

(
s
d
l
-
e
w
i
 
e
i
o
-
e
k
v
)
、

37
、

金

剛

光

(
d
i
-
f
j
 
s
d
f
)

38
、

金

剛

杖

(
f
d
s
-
e
i
 
e
k
-
e
k
)

39
、

金

剛

カ

ナ

ダ

(
d
j
k
-
e
u
 
e
u
u
-
w
e
o
)

四
金
剛
念
怒

40
、

金

剛

慢

(
d
k
-
s
l
k
 
i
e
w
i
-
w
e
i
o
)

41
、

金

剛

壼

(
d
s
k
-
r
d
i
l
 
e
w
k
l
-
w
u
i
)

42
、

金

剛

主

(
d
s
k
-
f
s
j
 
e
i
o
p
)

43
、

金

剛

勝

(
d
i
d
-
r
i
l
 
s
r
i
r
-
w
r
i
)

四
集
主

44
、

金

剛
杵

(
d
k
l
-
r
e
i
 
e
f
l
d
 
e
f
o
)
、

45
、

金

剛

風

(
d
f
s
-
r
e
 
e
i
o
)

46
、

金

剛

女

(
a
i
s
-
e
w
i
-
w
e
p
)

47
、

金

剛

畏

(
d
l
-
e
w
o
 
f
d
s
i
 
e
r
)

四
金
剛
使

48
、
金

剛

針

(
d
s
a
o
-
d
u
 
e
w
i
o
 
j
k
)

49
、
金

剛

時

(
a
s
i
-
e
r
i
 
e
w
k
)

50
、

金
剛
魔

の
上
首

(
s
i
o
-
r
o
i
 
i
o
e
 
i
e
w
 
e
w
f
g
-
r
k
)

51
、
金

剛

歌

転

(
d
s
i
-
r
e
i
 
e
u
-
e
o
) 四
金
剛
念

と
て

「金
剛
薩
錘

マ
ン
ダ
ラ
」
を
終
り
。

つ
づ

い
て

囲
、摂
部
類

マ
ン

ダ
ラ
に
入

つ
て
、
金
圃
ウ
ン
キ
ャ
ラ
、
文
殊
、
虚
空
蔵
、

虚
空
庫
、
有

情
調
伏
、
因
、
拳
、
夜
叉
の
八

マ
ン
ダ

ラ
。
息

災
槍
、
仏
母
、
三
兄

弟
、
四
姉
妹

の
四
マ
ン
ダ
ラ
の
吉
祥
が
聞
わ
れ
る

が
、
た
ゴ
そ
れ
の
み

で
終

つ
て
い
る
。

そ
し
て
続
い
て

「金
剛
薩
錘

マ
ン
ダ
ラ
」
の
諸
尊
構

成
に
、
今
度
は
四
部
に
よ
る
分
類
を
試
み
て

○
金
剛
部
の
摩
詞
薩
の
吉
祥
は
い
か
ん

金
剛

色

・
嬉

女

・
金
剛
春

・

文

殊

金
剛
手

・
意

生

○
宝
部
の
摩
詞
薩
の
吉
祥
は
い
か
ん

金
剛
声

・
髭

女

・
金
剛
夏

・
、
虚
空
庫

虚
空
蔵

・
キ

リ

キ

リ

○
蓮
華
部
の
 (摩
詞
薩
の
)
 吉
祥
は
い
か
ん

金
剛
香

・
歌
女

・
金
剛
秋

・
、
観
自
在

金
剛
因

・
愛

母

○
翔
磨
部
の

(摩
詞
薩
の
)
吉
祥
い
か
ん

金
剛
味

・
舞
女

・
金
剛
冬

・

金

剛

拳

金
剛
夜
叉

・
慢

母

と
整
理
し
て
い
る
。
以
上
概
略
見
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
十
種
の
著
述

は
次
の
ご
と
く
に
配
置
で
き
よ
う
。

士
口
祥
日取
勝

本
初

タ

ン
ト
ラ

N
o
.
5
1
2
4
N
o
.
5
1
2
5

N
o
.
5
1
2
6

N
o
.
5
1
2
7

N
0
.
5
1
2
9
N
o
.
5
1
3
0

N
o
.
5
1
3
1

N
o
.
5
1
3
2

N
o
.
5
1
3
3

N
o
.
5
1
2
8

(註
略
)
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